
エネルギーレジリエンス向上に資する 
石油業界の最近の取組み 
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①災害時石油供給連携計画の発動 

②製油所や出荷基地（油槽所）の設備損傷はなし。
安全確認後、出荷を再開 

③停電地域に投入された電源車に対する燃料供給
を実施（ドラム缶による配送実施） 

④自家発電機等を事前配備した中核SSでの、緊急
車両・公共車両向け優先給油 

 

 

熊本地震（2016年4月） 

電源車に対する燃料供給 SSに配備した自家発の起動 

（出所）資源エネルギー庁 

 
①出荷基地（油槽所）へのアクセス道路が積雪で  
通行不能になった                          
⇒県の「最重点除雪路線」に指定済み 

福井県豪雪災害（2018年2月） 

 

  

①強風や高潮で製油所の一部設備が損傷（生産や

出荷は継続） 

台風21号（2018年9月） 

 

 
①タンクローリーの通行路が土砂崩れにより通行止め。
配送が困難な地域が発生（広島県呉市等） 

  ⇒海上自衛隊の艦船によるタンクローリーの輸送 

西日本豪雨（2018年7月） 

海上自衛隊の輸送艦に 
タンクローリー（７台）を積載し、 
ガソリン等を配送 

（出所）防衛省 

 
①道路状況（停電で信号停止）やSS営業状況等を 
確認しつつ、非常用発電機を活用して、地震当日
から出荷を順次再開。 

②各社が、重要施設への燃料供給を実施 

③停電下、自家発電機を配備した中核SSや住民  
拠点ＳＳでの給油を実施 

北海道胆振東部地震（2018年9月） 

１．自然災害への対応 
 （３）近年の自然災害における石油業界の対応 

4 








